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#1

⽔災害のリスクや、流域治⽔について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
⽔災害のリスクが⾃分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、⾏動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

⽔災害対策や、流域治⽔に関して実際に取り組みが⾏わ
れるよう、個⼈、企業・団体の⾏動を誘発していく。

流域治⽔に取り組む
主体が増える

令和５年度：自分事化に向けた取組

実績： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

番匠川水系流域治水協議会

流域治水の広報

○パネルや動画で流域治水に関する啓発

活動を実施（パネル６月・動画 6～10月）【国】

○報道関係機関へ流域治水に関する

啓発活動を実施（１回、７人）【国】

教育活動

○小学校、自治会等においてマイ・タイム

ラインづくりの開催

（４回、８８人）【国・県・市・河川協力団体】

○防災指針（立地適正化計画）の作成・【市】

○要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進

と避難の実効性確保【市】

計画策定

訓練活動

○浸水想定区域、土砂災害計画区域等の公表

（全地区（国）、２４地区）【国・県】

○洪水・土砂災害ハザードマップの更新・配布【市】

○避難場所や経路等に関する情報の周知（ホームペー

ジに掲載、市ＬＩＮＥへの連携）【市】

リスク情報等の提供

〇河川協力団体と流域治水を実

践するための勉強会の開催

（１回、１０人）【国】

○各種防災会議、イベントなどにおいて

流域治水に関する啓発活動を実施

（１１回、２８８人）【国】

○Twitterによる情報発信（１０回）【国】

取組の実装

○個別貯留タンクを事務所職員で製作設置し周知

に活用【佐伯河川国道事務所職員１０人】

○河川協力団体に田んぼダムを紹介したところ、主旨に

賛同されて試験運用を行った（Ａ＝６５ｈａ）【国・県】
○学校、自治会、事業所等への防災教育・防災講話等

の開催（３１回、１,００５人）【県・市・気象台】

水防活動の支援

○災害時の応援協定と

水防団の情報伝達体

制の強化【市】

○報道機関活用した大雨対策の周知・啓発（３回、不特定多数）

【気象台】○防災士養成研修（１回、５６人）【県・気象台】

○災害時を想定した360°VR映像を活用した住

民の防災意識の醸成（１回、３０人）【県】

＜Ｒ６．１⽉末までの実績＞

○住民参加型の避難訓練を実施【県・市】

（11月12日佐伯市内全域、約１.2万人）

○ハザードマップの周知および住民の水

害・土砂災害リスクに対する理解促進の

取組【市】
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■成果
○参加者からは「マイ・タイムラインによって安心して避難ができると思った」「帰ってから家族と一

緒に見返したい」「使ってみて見直ししていくことが大事だと思う」などの意見があった

○ 令和5年10月4日に佐伯市上野小学校（4年生14人）において「マイ・タイムラインづくり」を開催
○ 大分県、佐伯市、佐伯河川国道事務所の関係機関により連携して行った
○ マイ・タイムライン普及ツール「逃げキッド」と解説ビデオを活用し、気候の変動、番匠川の洪水、

流域治水、ハザードマップの見方、河川情報の取り方等を含めて取り組んだ

番匠川 流域治水の取組み

■自分自身の防災行動計画表～マイ・タイムラインづくり～

▲逃げキッドを活用して
マイ・タイムラインを検討

▲マイ・タイムラインできました

▲流域治水について紹介

 取組みを終えて
感想を報告

▲講師は初挑戦でした

▲非常勤職員もファシリテーター
として参画

▲地元ケーブルテレビ
の取材

▲大分合同新聞に掲載
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■成果
○参加者からは「2歳と3歳児がいるので早め早めに逃げようと思った」「地震の避難場所はは調べてい

たが、洪水時の避難場所が確認できてよかった」「平成29年の洪水は水位の上昇が早かったので早めの
避難が重要だと思った」などの意見があった

○ 令和5年7月21日に佐伯市切畑地区において「マイ・タイムラインづくり」を開催
○ 佐伯河川国道事務所（5名）と河川協力団体「番匠川流域ネットワーク」（1名）で連携して、幼児ク

ラブ「かぜのこ」の親子と地域住民あわせて12名（大人）を対象に行った
○ 関東地方整備局 下館河川事務所が考案したマイ・タイムライン普及ツール「逃げキッド」と解説ビ

デオを活用し、気候の変動、番匠川の洪水、流域治水、ハザードマップの見方、河川情報の取り方等
を含めて取り組んだ

番匠川 流域治水の取組み
■自分自身の防災行動計画表～マイ・タイムラインづくり～

▲逃げキッドを活用して
マイ・タイムラインを検討

▲マイ・タイムライン
できました

▲お子さんと参加
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番匠川 流域治水の取組み
■水生生物調査において「流域治水」を説明

○ 令和5年9月28日、佐伯市本匠小学校全校生徒19名（ 1名）先生9名と番匠川の水辺の楽校で、
水生生物調査を行った際に、流域治水についてパネルを使って説明を行った

○ 近年の大雨による被害を少しでも減らすために、一人一人ができる情報を呼びかけた

▲水生生物調査のようす

▲プールを例にしたパネルを活用

○ 今後も水生生物調査等、生徒さんや一般の方と関わるイベントの際は、流域治水について説明を行い、
流域に関するあらゆる関係者が、協働して水災害対策を行っていくよう、情報を拡散していきたい

▲水生生物調査後集合写真■今後

▲小学生へパネルで流域治水について説明
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#5

⽔災害のリスクや、流域治⽔について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
⽔災害対策や、流域治⽔に関して実際に取り組みが⾏わ
れるよう、個⼈、企業・団体の⾏動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治⽔に取り組む
主体が増える

⽔災害のリスクが⾃分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、⾏動に向かう状況を創出する。

令和６年度：自分事化に向けた取組計画

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

計画： 「水災害の自分事化」と流域に視野を広げることに関する令和６年度の取組計画を①②③の別に記入（横断可）

番匠川水系流域治水協議会

流域治水の広報

○パネルや動画で流域治水に関する啓発

活動を実施（６月～10月）【国】

○報道関係機関へ流域治水に関する啓発

活動を実施（１回、１２人）【国】

○SNS等での情報発信（１５回）【国】

教育活動

○小学校、自治会等においてマイ・タイム

ラインづくりの開催

（３回、７０人）【国・県・市・河川協力団体】

〇河川協力団体と流域治水を実践するため

の勉強会の開催（２回、２０人）【国】

○要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進

と避難の実効性確保【市】

計画策定

○住民参加型の避難訓練を実施【市】

（11月10日佐伯市内全域、約１.5万人）

○ハザードマップの周知および住民の水

害・土砂災害リスクに対する理解促進の

取組【市】

訓練活動

○浸水想定区域、土砂災害計画区域等の公表（全地

区、約４０区域）【国・県】

○洪水・土砂災害ハザードマップの更新・配布【市】

○避難場所や経路等に関する情報の周知（ホーム

ページに掲載、市ＬＩＮＥへの連携等）【市】

リスク情報等の提供

○各種防災会議、イベントなどにおいて

流域治水に関する啓発活動を実施

（12回、370人）【国・県・市】

取組の実装

○田んぼダムの本格運用推進【県・市】

○学校、自治会、事業所等への防災教育・防災講話等

の開催（33回、1,019人）【県・市・気象台】

水防活動の支援

○災害時の応援協定と

水防団の情報伝達体

制の強化【市】

○災害時を想定した360°VR映像を活用した住

民の防災意識の醸成（１回、３０人）【県】

○報道機関を活用した大雨対策の周知・

啓発【気象台】

○防災士養成研修（１回、５０人）【県・気象台】

○防災気象情報等の提供【気象台・県】

（緊急速報「エリアメール」・Lアラート・NHK・Web説明会）

（おおいた防災アプリ）

○防災ワークショップ【気象台】

○個別貯留タンク設置の推進【河川協力団体】
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#6

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

③
行
動
を
誘
発
す
る

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

令和６年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎リスク情報等の提供

｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎教育活動

◎訓練活動
｜地域｜個⼈｜

◎計画策定

｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎水防活動の支援

｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

パネル・動画で
流域治⽔の啓発

マイ・タイムラインづくりの開催

報道関係機関へ
流域治⽔の啓発

住⺠参加型の避難訓練
ハザードマップの周知および住⺠の⽔害・⼟砂災害リスクに対する理解促進

各種防災会議、イベントなどにおいて流域治⽔の取組を周知、随時SNS(X：旧Twitter)で情報発信

河川協⼒団体
と勉強会

河川協⼒団体
と勉強会

イベントでの
流域治⽔の啓発

浸⽔想定区域、⼟砂災害警戒区域等の公表、洪⽔・⼟砂災害ハザードマップの更新、配布等

指定緊急避難所・指定避難場所情報の周知、市⺠への情報提供、SＮＳ連携

◎取組の実装

｜地域｜個⼈｜団体｜

学校・⾃治会・企業等への防災教育、防災講話等の開催

要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

⽥んぼダムの本格運⽤推進・個別貯留タンク設置の推進⽥んぼダムの本格運⽤推進・個別貯留タンク設置の推進

災害時の応援協定と⽔防団の情報伝達体制の強化災害時の応援協定と⽔防団の情報伝達体制の強化

｜地域｜個⼈｜企業・団体｜
報道機関を活⽤した⼤⾬対策の周知・啓発

防災気象情報の提供（エリアメール・Ｌアラート・ＮＨＫ・Web説明会・おおいた防災アプリ）

防災⼠養成研修防災ワークショップ

番匠川水系流域治水協議会
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